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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・7/1より新プログラムを開始している。
・月報の入力について、7/2（木）まで入力すること。
・平　康子様～7/7（火）11：00～青陽館にて介護認定調査実施予定。グループホーム世話人の江口さんとデイケアスタッフ同席予定。
・7/8（水）、7/9（木）職員旅行3班実施予定。

・7/10千葉学園学生の通所実習予定。

＜利用者様情報＞
・平　康子　様　～グループホーム世話人より情報提供あり。昨夜37.3℃の発熱、胸の苦しさあり、世話人同伴し根城内科を受診。受診時体温37.9℃で、点滴（抗生剤・眩暈止め・ビタミン剤）を施行。白血球高値であり、風邪と診断されたとのこと。本日10:00過ぎ本人より欠席希望の電話があり、バイタルを確認すると、体温36.0℃、血圧122/84mmHg、脈拍60回/分。昼食後の薬がデイケアにある為、体調確認の為にも来所を促すが、電話を切っている。上記件はグループホーム世話人に情報提供しており、午後改めて体調確認をすることとしている。14:00グループホーム世話人より情報提供あり。体温36.4℃、血圧127/87㎜Hg、脈拍68回/分。午前中は顔色不良であったが、現在は良くなったとの事。

・冨田　紀子様　～9：30本人より架電あり。今朝体温36.5℃、血圧79/48mmHg、脈拍78回/分。5分後再検すると、血圧87/58mmHgだったと連絡があり、体調不良のため欠席を希望している。水分補給をしながらゆっくり休むよう促している。14:00グループホーム世話人より情報提供あり。体温37.0℃、脈拍80回/分、血圧112/64㎜Hgで経過しているとのこと。グループホームと情報共有しながら、来所時には体調確認を行い対応していく。

・野月　利章様　～母様より情報提供あり。今朝自宅で大声で叫んだり、ライターを投げつける、洗濯機を倒そうとし祖父から羽交い絞めされたとのこと。今回、衝動行為にまで至る期間が長かった為、母様は本人を怒らなかったと話している。上記件は担当医へ情報提供している。デイケアでは、表情の冴えなさあり、長時間喫煙室にこもり「眠たいから眠っていた」と話している。自宅での状況確認すると「夜眠っている時に蹴られたり、殴られたりして背中が痛い。」とのこと。睡眠時間が1時間とのことで、疲労感が強く静養室で休んでいる。今後も衝動行為へ至る前にスタッフへ相談するよう促している。

・藤村　翔　様　～母様より電話があり、幻聴が酷い為送迎しますとのこと。帰りも迎えに行く為、父親か自宅の電話へ連絡が欲しいと話している。来所時、表情硬さはないが「父と喧嘩した。“脈拍が速いからどうにかしろ。父親としての役目を果たせ。”と言った」と話している。脈拍については、触診で146回/分、再検し100回/分で動悸の自覚はない。その際に「藤村家は天皇家と関係がある。天皇陛下より位が上だ。父親は天皇より位が2つ下だ」と妄想様の発言が聞かれている。デイケアでは、他利用者への話し掛けが目立っているが、妄想に左右された発言なく経過している。上記件は関係機関に情報提供している。引き続き、妄想・幻聴に左右された発言に注意し、訴え時は傾聴していく

・佐藤　ミツ子様～昨日、来所時の体温測定にて発熱あり、青風荘スタッフ付き添い鹿内内科医院受診している。本日、青風荘より情報提供あり。徐々に解熱され、今朝は36.3℃で経過。腰痛は継続しているとの事だが「熱下がったら楽になったよ」と笑顔で話されているとのこと。本日は、静養の為デイナイトケアを欠席している。

・古舘　正行様　～昨日の夕食前後に、独語、水分摂取回数の多さ、手足の振戦、表情の硬さ、眼光の鋭さが見られている。青風荘へ帰荘後も疎通不良で、眼球上転も時折見られ、鼻汁を垂らしながら落ち着き無くホールを歩いていたとのこと。本日は、余暇時やプログラム中は、ぼんやりと冴えない表情をしているが、椅子に立ち座りを繰り返し、落ち着きのなさが見られている。昨日のような症状は見られず、嗜好品要求は時間通りに来られている。

・八木橋　牧雄様～うみねこ幸房より情報提供あり。本日15：30頃痙攣発作を起こし、当院受診したとのこと。受診後ナイトケアに来所した為、体調を確認。血圧160/102mmHg、脈拍83/分、体温37.4℃で、後頭部痛と右足脹脛の痛みを訴えている。痛みが悪化したり、具合が悪くなった際にはすぐ相談してほしい事を伝えると、「大丈夫だ」と話し、他利用者と麻雀をしている。スタッフや他利用者と穏やかに交流しながら過ごしており、後頭部痛が継続していると話すが、訴えが過度になることない。帰宅時にもバイタルに変化はなく、後頭部痛が継続していた為、スタッフ付き添いで帰宅している。

＜外来情報＞

板橋　利美　様、倉橋　生子様～脳波検査を今月中実施予定。

野月　利章　様～外来受診時14日分処方されている。

磯島　貴広　様～糖セットの採血実施。

小坂　君子　様～腰痛がありろくごう整形外科を受診したとのこと。ウォーキング以外の運動をしないようにと言われたとのことで、担当医よりデイケアでの運動はデイケアスタッフと相談するように説明されている。

平　京子　様　～昨日、昼食後の血糖値が210mg/dlと高値となっている。7/6（月）食後2時間で採血予定。

青木　紀子　様～タスモリン（1）5Tが4T（1-1-2）に減薬となっている。今後3Tまで減薬予定。

東海林　康之様～次回診察前にシェロンテスト実施予定。

淡路　智恵子様～担当医より、単身生活のことは三浦PSWと相談していくよう説明されている。

＜勉強会＞

利用者様の全体像を見る

○POSとは？

POS（ピーオーエス）は、Problem Oriented Systemのことをいいます。日本語に訳すと「問題志向型システム」といいます。「利用者の視点に立ってその利用者の問題（Problem）を解決する」ことです。同じ状態の方がいても、必ずしも問題は一致しません。その利用者の生活背景や悩みなども幅広い視野でとらえなければ、問題は解決しません。

POSは個別性を重視した介入の方法論であって、問題解決を合理的・系統的に行う記録・介入方法としてPOSは有用な手段となります。

○SOAPとは？

POSのおなじみSOAPは「Subjective Objective Assessment Plan」の略で、以下の4つの流れを指します。

	Ｓ…Subjectiveの略で、主観的な情報のこと。つまり、利用者・家族等が訴えたことや、その時の事実のまま記載する。

Ｏ…Objectiveの略で、客観的な情報のこと。つまり、援助者の目で見たこと、聴いたこと、体験したこと。その事実だけを記載する。

Ａ…Ａssessmentの略で、入手した客観的な事実、それに対する援助者の評価、課題分析をさす。客観的な情報に加味された援助者の専門的な判断結果をいう。

Ｐ…Ｐlanの略で、上記の事実、結果に基づいた計画の作成、あるいは必要な修正事項など。


○SOAPで記載するメリット

・情報が不足している状態にならないこと、情報の洗い出しがなされ、リハビリテーションの経過が見やすくなる為、上手に利用者の情報管理が出来る。

・SOAPがすらすらと書けるようになるのと並行して、臨床における視点が定まり、適切な考察が出来るようになり、臨床における力がついてくる。

・各職種のA：判断評価、P：計画を記入することで、その人が考えたこと、行ったことの目的やその判断、あるいはその結果が他職種からみても理解することが出来る。

・利用者に対して行ったことに対する評価（問題は解決したのかできなかったのか）が出来る。

※大事なことは、問題に関連付けてSOAPを書くことです。POSは問題解決を行うためのシステムなので、問題のないSOAPはPOSにはならないということになります。

○SOAPを活用した記録の書き方

　例）訪問時、Ｔさんのお宅にお孫さんが来訪しました。

　　　Tさんに「おばあちゃん、この前、友達がミッキーのキャンディを食べてたんだよぉ」と話しました。するとTさんは「Bちゃん（お孫さん）もほしいだろう？」と、ベッドの近くにある財布からお金を出し、お孫さんに渡しました。お孫さんは近所の店（コンビニ）に行き、ミッキーマウスの絵がついていたキャンディを手に入れて戻りました。Ｔさんは笑いながら「おいしいかい？」とお孫さんに聞いていました。

　上記場面を、SOAPを活用して記録に残してみると・・・

Ｓ

　孫がTさん宅に来た。孫はTさんとの話の中で、友達が食べていたミッキーのキャンディについて話した。　それを聞いたTさん、孫もほしいのだろうと判断し、鏡台にある財布から500円を孫に与えた。商品を購入して、おいしそうに食べている孫に、Ｔさんが「美味しいかい？」と微笑んで訊ねていた。

Ｏ

　孫が来宅。友達とのかかわりや出来事について、Tさんに話した。Tさんは、話に出たてきたキャンディの購入し孫に与えるべく、鏡台の財布から孫に500円を与える。孫はミッキーの絵のついたキャンディを入れたコンビニの袋を手に、再び来宅。Tさんに見せてから食した。

A

　鏡台から財布を取り出し、商品購入に適正な金額を孫に与えることができた為、Tさんは、通常の金銭感覚を持っていると考えられる。

P

　週末には、Tさんの娘が孫を定期的に連れてこられる為、現サービスの時間についての調整が必要と思われる。

　という流れで記載します。

どのような内容を扱う記録でも、書く立場から共通言語としての「SOAP」を活用すれば、伝え手と読み手の双方が理解しやすい材料（情報）をやりとりできる手法です。

　共通言語化にするためには、援助者が利用者の情報を正確に入手する必要があります。さらに、SOAPで記録の書き方を活用するには、援助者自身が、援助過程で「どの部分がSOAPにあたるのか」を判断する能力が必要です。それには指導やある程度の訓練が必要になるでしょう。
